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津軽海峡は、三陸沖や道南沖での浮魚
類（マサバなど）の漁場形成にとって重
要な津軽暖流水の供給源であり、流出し
てくる津軽暖流水の性質や太平洋側への
張り出し具合の変動など、多くの研究が
行われてきました。一方で、津軽海峡を
通過する海水が、海峡内でどのように変
質し、太平洋側へと流出しているのかな
ど、不明な点も多く残されています。
我々は、平成29年9月に東北区水産研

究所の漁業調査船若鷹丸を用いて、津軽
海峡内を横断する観測を行い、海峡を通
過する海水の変質過程を調査しました
（図１）。

図１：津軽海峡横断観測（左）で得ら
れた水温の断面分布（右）

図１は、津軽海峡を横断する観測線上で
の水温の断面分布です。青森県の龍飛岬
沖にある浅瀬や大間沖で、水温の分布が
大きく変化している様子が確認されまし
た。これらの海域の下流側では、水温の
分布が上下でより一様となっている事か
ら、上層と下層の海水が乱流混合（以下、
「混合」）によって一様化していると考
えられます。
そこで、水中の混合強度を直接測定で

きる乱流計（図２）を用いて、どのくら
い強い混合が生じているかを調べました。
その結果、外洋域沖合よりも１００倍以
上強い混合が、この海域で生じている事
が分かりました。

図２：海水の混合強度を測定する鉛直
微細構造観測器（通称：乱流計）

この強い上下方向の混合が生じている
海域において、魚群探知機の画像を見る
と、図３のように、波高が約100mに及
ぶ大きな波（「内部波」と呼ばれる水中
を伝播する波）が見られました。このよ
うな大きな内部波は、海流や潮汐流が、
津軽海峡のように海底地形が急激に変化
する海域を通過する際に発生すると考え
られます。そして、発生や伝播する過程
で強い混合や湧昇（下層から上層へ海水
が湧き上がる現象）を引き起こす事が知
られています。

図３：若鷹丸の魚群探知機が捉えた津軽海峡
内で発生する大きな波（内部波）

こうした内部波に伴って生じる上下方
向の混合や湧昇は、下層に豊富に存在す
る窒素やリンなどの栄養塩を、光が届く
表層へ持ち上げる事が可能です。
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栄養塩は、植物プランクトンの光合成生産を
高め、ひいては捕食者である動物プランクトン
や浮魚類などの水産資源の多寡にも影響します。
我々は、この津軽海峡での混合や湧昇
によって、どれだけの栄養塩が下層から
持ち上げられ、三陸沖・道南沖へと輸送
されているかを評価する事が重要だと考
えています。
また、津軽海峡から太平洋へ流出した

津軽暖流水が、冷たい親潮水や黒潮系暖
水などとどのように混合し、植物プラン
クトンの生産や浮魚類等水産資源変動・
漁場形成などに寄与するかを明らかにす
る事は、津軽暖流水研究の出口となりま
す。好漁場は、異なる性質を持った海水
が混ざり合う潮目に形成されると言われ
ます。東北区水産研究所では、若鷹丸に
よる観測に加えて自律式の観測ロボット
である水中グライダーを３台運用し、三
陸沖や道南沖で見られる潮目での混合過
程・生物生産維持過程の解明に取り組ん
でいます。水中グライダーは、海水や植
物プランクトンの分布を細かい空間間隔
（約3km）で捉え、潮目での詳細な混合
過程・生産構造を調べる事ができると期
待されています。
平成29年7月の若鷹丸航海で投入した

乱流計付き水中グライダーによる調査で
は、津軽暖流と親潮が接する襟裳岬沖か
ら伸びる高クロロフィルa帯を横断観測
しました（図４）。今後は、異なる性質
を持った海水がどのように混合し、この
海域での栄養塩供給や生物生産維持に寄
与しているかを明らかにしていきます。

図４：背景色は、衛星海面クロロフィルa濃度
（植物プランクトン量の指標、単位：μg/l）
白点は、8/6時点での水中グライダーの軌跡
等値線は、海面高度偏差（単位：m）
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主な観測機器

『CTD』
（condu c t i v i t y - t empe r a t u r e -
d ep t hme t e r）

水温・塩分・水深を計測する観測装置

『水中グライダー』

水中を飛行するグライダーのように自
立航行し、海水中の水温、塩分、溶存
酸素、クロロフィル濃度などを観測す
る装置
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東 北 区 水 産 研 究 所 漁 業 調 査 船 若 鷹 丸
は 航 海 計 画 の 半 分 以 上 が ト ロ ー ル に て
資 源 調 査 を 行 っ て い ま す 。 今 回 は 実 際
ト ロ ー ル を 行 っ て い る 現 場 に つ い て 、
簡 単 に 説 明 し ま す 。

手 前 の 大 き な ド ラ ム が ｢ ネ ッ ト ウ ィ ン
チ ｣ 。 ト ロ ー ル で 使 用 す る 網 を 巻 き 込 む
た め の ウ ィ ン チ で す 。 船 尾 側 に あ る ２
つ の ワ イ ヤ ー が 巻 か れ た ウ ィ ン チ が
｢ ワ ー プ ウ ィ ン チ ｣ 。 更 に 両 舷 船 尾 に 配
置 し て あ る 黄 色 の 板 が ｢ オ ッ タ ー ボ ー
ド ｣ 。 網 を 海 底 で 広 げ る 役 割 で す 。

海 底 で ３ ０ 分 ほ ど 曳 か れ た 網 が 甲 板
上 に 揚 げ ら れ る 様 子 で す 。 オ レ ン ジ 色
の ｢ 浮 子 ｣ は 海 底 で 網 を 浮 か せ 、 網 口 を
縦 方 向 に 広 げ る 役 割 で す 。

入 網 し た 魚 を 種 類 別 に 仕 分 け る 甲 板 員

ワ ー プ ウ ィ ン チ や ネ ッ ト ウ ィ ン チ は 船 橋
の 船 尾 側 に あ る ウ ィ ン チ 制 御 盤 に て 船 長
が 操 縦 し ま す 。 現 場 で 指 揮 を 執 る 航 海 士
か ら の 指 示 を 受 け ウ ィ ン チ の ハ ン ド ル を
操 作 し ま す 。
毎 朝 「 今 日 も 一 日 安 全 操 業 で 行 き ま し ょ
う ！ 」 と 船 長 の 一 言 で 一 日 が 始 ま り ま す 。

最 近 の 話 題

平 成 2 9 年 6 月 に 長 年 続 け て き た 海 洋 表 層 水 温 の
観 測 通 報 が 評 価 さ れ 、 気 象 庁 長 官 か ら 感 謝 状 を 拝 受 し ま し た 。


